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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本研究では、無線通信によるメッセージ中継転送の２つの技術を論じている。まず、
センサ情報収集に鉄塔等の点在固定設備を利用する場合を想定し、低品質区間を含む固
定直列の無線マルチホップ中継における周期的メッセージのための時分割スケジュー
ルと動的符号化パケットの冗長転送による中継方式を提案し、数理解析によって最適化
し、有効性をシミュレーションによって示した。さらに、離島間での大容量ファイル配
布に島内（車）・島間（フェリー）の交通基盤を利用する場合を想定し、蓄積運搬形無
線マルチホップ中継のための中継ノード・優先メッセージの統合的選択方式を提案し、
有効性をシミュレーションによって示した。これらの研究を通じて、通常の通信ネット
ワーク基盤が未整備または利用できない場合でも既設の広域基盤設備を無線通信の中
継点として利用して低コストで情報伝達を行うための２つのシナリオを分析し、その実
現可能性を示し、実用上重要な情報ネットワーキング技術に寄与した。 
 本論文に関し、調査委員から、メッセージ生成の仮定、無線リンクのパケットロス率
の変化への対応、一般車を利用する蓄積運搬形情報ネットワーキングの実用性、フェリ
ーの運航時間と転送制御パラメタとの関係、間違った島にメッセージが転送されてしま
う理由と転送制御パラメタの関係、などについて質問がなされたが、いずれも著者から
満足（明確）な回答が得られた。また、公聴会においても、多数の出席者があり、種々
の質問がなされたが、いずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた。  
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
